
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

奥村三雄著『平曲譜本の研究』

添田, 建治郎
山口大学人文学部助教授

https://doi.org/10.15017/12021

出版情報：語文研究. 57, pp.54-59, 1984-06-03. 九州大学国語国文学会
バージョン：
権利関係：



(
紹

介
)

奥
村
三
雄
著

『
平
曲
譜
本
の
研
究
』

添

田

建

治

郎

「
平
曲
譜
本

の
研
究
』
は
九

州
大
学
教
授
奥
村

三
雄

氏
の
労
作
で
あ
る
。
本

書

は
金

田

一
春
彦
氏

に
よ
る
書
評

(
「
国
語
学
一
Ⅲ
集
)
で
、

「
今
後

ア

(以
下
ア
ク

セ
ン
ト
を
こ
の
よ
う
に
略
す
)
史

に
関
心
を
も

つ
人
た
ち
に
は
、
是
非
参
照
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
重
要
な
文
献
と
し
て
重
き
を
な
す

こ
と
確
実

で
あ
る
」
と
評
さ
れ

る
な
ど
、
す

で
に
高

い
評
価
を

得
て
い
る
。
今
更

の
感

は
否
め
な
い
が
、
粗
筋

だ
け
で
も

「
紹
介
」
し
て

一
読
の
薦
め
と
し

た
い
。

本
書
は
、
中
世
～
近
世
期

の
国
語
史

(
ア
史
を
中
心
に
し
て
音
韻
史
も
)
を
、
著
者

の
深
い
洞
察
力
と

大

胆
な

論
証

に
よ

っ
て

明

ら
か

に
し
て
い
く
、

近
年

稀
な

「
科
学

の
書
」
で
あ

る
。
平
曲
譜

本

(平
家
物
語
を
琵
琶
の
間
奏
に
合
わ
せ
て
語
る
音
曲
の
、

そ
の
発
音
や
旋
律
を
示
す
為

節
バ
カ
セ
そ
の
他
の
注
記
を
施
し
た
本
)は
、
「
質
量
と
も
に
極

め
て
豊
富
な
ア
資
料
」

で
あ
り
、

「
活
用
語
の
諸
形

や
付
属
語
の
類
を

含
め
、

諸
語
形
の
ア
を
種

々
の
話
線
的
関
係
の
中

に
と

ら
え
る

こ
と

の
で
き
る
」
点

で

秀
れ
て
い
る
。

「平
曲
譜

本
の
研
究
」
は
そ
れ
を
姐
上

に
の
せ
、
次

々
と
国
語

史
の
事
実
を
解
明
し

つ

つ
糊
頁
余

に
わ
た

っ
て
論
述
す
る

の
で
あ
る
。
全
体

の

体
裁
は
概
略
次
の
通
り
、

序
説

平
曲
譜
本
と
そ
の
意
義

第

一
編

平
曲
譜
本
考

第
一
章

平
曲
譜
本
の
発
達

第
二
章

平
曲
譜
本
各
説

第
三
章

平
家
正
節
の
研
究

第
四
章

京
都
大
学
蔵
平
曲
正
節
-
草
稿
本
正
節
研
究
の
一環
と
し
て

第
五
章

平
家
正
節
の
成
立
事
情
を
め
ぐ
っ
て

第
六
章

一方
流
諸
本
の
詞
章
及
び
節
バ
カ
セ
に
関
す
る
比
較
」
資
料
篇

第
二
編

平
曲
譜
本
の
国
語
学
的
研
究

第

一章

ア
資
料
と
し
て
見
た
平
曲
の
旋
律

第
二
章

平
曲
資
料
に
反
映
し
た
ア
体
系

第
三
章

節
バ
カ
セ
の
研
究

第
四
章

平
曲
譜
本
に
よ
る
7
研
究
の
問
題
点

第
五
章

活
用
と
ア

第
六
章

付
属
語
の
ア

第
七
章

通
時
論
的
に
見
た
平
曲
資
料
の
ア

第
八
章

ア
史
料
と
し
て
の
意
義

第
九
章

発
音
注
記
の
研
究

第
三
編

平
家
物
語
研
究
と
平
曲
譜
本

第

一
章

平
家
物
語
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
平
曲
譜
本

第
二
章

平
曲
の
詞
章
と
旋
律

第

一
編

で
の
平
曲
諸
譜
本
の
吟
味

に
は
じ
ま

っ
て
、
第

二
編
で
は
、
平
曲
譜
本

の
譜

記

(
節
バ
カ
セ
や
発
音
注
記
)
に
よ
り

中

世
～
近
世
期

の

国
語
史
が
ど
の
よ
う

一54一



に
明
ら
か

に
さ
れ

る
か
を
説
き
、
最
終
第
三
編

に
至

っ
て

「
平
家
物

語
研
究

へ

の
寄
与
」
と
い

っ
た
文
学
的
な
課
題
に
も
触
れ
る
な
ど
、
そ
の
言
及
は
多
岐

に

わ
た

っ
て
い
る
。
し

か
し
、

本
書

の
主
た
る
狙
い
が
、
あ
く
ま
で
も
第
二
編

で

の

「
国
語
史
研
究
」

に
置
か
れ

て
い
る

こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

ま
ず
第

一
編
は

「
平
曲
譜

本
考
」
(
15
～
蹴
頁
)

で
あ
る
。

本
編
で
は
平
曲
諸

譜
本

の
吟
味
、

即
ち
、
平
曲
譜
本

の
成
立
と
発
達
、
前
田
流

・
波
多
野

流
両
派

に
お
け
る
譜
本
の
特

徴
と
差
違
、
平
曲
諸
譜
本
の
系
統

・
先
後
関
係
を
含

め
た

内
容
紹
介
、

中

心
資
料

に

据
え
た

「
平
家
正
節
」

(前
田
流
譜
本
の
集
大
成
)
の
成

立
と

そ
の
性
格
な
ど
が
縷

々
述

べ
ら
れ

て
い
る
。
重
要

な
指
摘
が
数
多
い
が
、

中

で
も
、
山
口
県
立
図
書
館

蔵

「
秦
音
曲
鋤
」
(
十
二
巻
二
十
四
冊
)

を
は
じ
め
て

公

に
し
、
そ
れ
を
波
多
野

流
平

曲
譜
本
の
祖
と
説
く
あ
た
り

の
論
証

に
き
わ
め

て
興
味
深

い
も
の
が
あ
る
。

「
秦
音
」

の
表
題
が
あ

っ
て

「
祇
王
」
の
句
が
巻

一

「
我
身
栄
花
」

の
次

に
置
か
れ

て
い
た
り
、
内
部

徴
証
で
も
、
詞
章
が
波
多

野
流
的

で
し
か
も
古
色
を
示
し
て
い
る
、

「
秦
音
曲
妙
」

の
白
声

に
は
譜
記
が

な
く

み
ら
れ
る
個

々
の
譜
形
も
波
多
野
流
諸
譜
本
の
そ
れ

に
似
て
い
る
、

「
秦

音
曲
紗
」
と
波
多
野
流
諸
本
の
譜
記
が
規
則
的
な
対
応
を
示
す
な
ど
、
著
者
の

あ
げ
て
い
く

根
拠
は

説
得
力
十
分

で
あ

る
。

節

バ
カ

セ
の

特

異
な

『
秦
音
曲

紗
」

は
、
同
文
同
譜

が
多
い
波
多
野
流

の
中

で
は
源
流

に
あ
た
る
譜
本
だ
と
み

な
す
わ
け
で
あ

る
。

本
書
の
号
を

第
二
編

「
平
曲
譜
本
の

国
語
学
的
研
究
」
(
蹴
～
㎝
頁
)

が
占
め

る
。
本
編
報
告
の
中
心
資
料
は
渥
美

。
奥
村

・
尾
崎

・
高
井
氏
編

『
尾
崎
家
本

平
家
正
節
」
(
昭
和
四
十
九
年
大
学
堂
書
店
)
で
あ
り
、
東
京
大
学

本
平

家
正
節

・
東

京
教
育
大
学

蔵

(現
筑
波
大
学
蔵
)
一
方
流

譜
本
な
ど
も

随
時

取
り

上
げ

ら
れ

て

い
る
。

こ
の

「
平

曲
譜
本
の
国
語
学
的
研
究
」
で
は
、
音
韻
史
を

説
く
と

こ
ろ

も
少
な
く
な
い
が
、

主
た
る
狙
い
は
平
曲
譜
本
の
譜
記
に
基
づ
く
ア
史
研
究

に

置
か
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

後
掲

第
八
章

「
ア
史
料
と
し

て
の
意
義
」

の
項

に

い
う
、

一

(平
曲
譜
本
は
)
中
世
末
～
近
世
期
の
ア
資
料
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
意
味
に
お
い
て

7
史
関
係
の
文
献
の
不
足
を
補
い
得
る
。

(
鵬
頁
)

⇔
漢
語
ア
の
史
的
研
究
は
、
和
語
ア
に
比
べ
て
著
し
く
後
れ
て
い
る
が
、
…
…
平
曲
資
料
は
、
原
則

と
し
て
個
々
の
字
音
声
調
等
に
と
ら
わ
れ
る
面
が
少
な
く
、
概
ね
実
際
的
な
漢
語
ア
を
反
映
し
て

い
る
点
、
極
め
て
価
値
が
高
い
。

(
旙
頁
)

な
ど
様
の
、

「
ア
資
料
と
し
て
の
平
曲
譜
本
の
意
義
」
を
具
体
的

に
明
ら
か
に

し
て
、
中
世
～
近
世
期
の
国
語
史
を
解
明
せ
ん
と
す

る
と

こ
ろ

に
あ
る
わ

け
で

あ
る
。
全
編

こ
れ
新
発
見
、

定
説

の
補
訂

・
裏
打
ち
に
満
ち

て
め
ざ
ま
し

い
。

ま
ず
、

第

二
章

の

「
平
曲
資
料

に
反
映
し
た

ア
体
系
」

(
蹴
～
蹴
頁
)
で
は
、

主
要
翻
語
に
わ
た
る
語
彙
表
が
示

さ
れ

て
い
て
注

目
さ
れ
る
。
自

立
語

(名
詞
や

動
詞
・
形
容
詞
)
、
付
属
語

(
助
詞
や
助
動
詞
)
各

ア
型
に

つ
い
て
の
吟
味
が

詳
細
を

き
わ
め
る
。
こ
の
中

に
は
、
平
曲
資
料

に
よ

っ
て
は
じ
め
て
中
世
末
～
近
世
期

の
ア
型
が
推
定
で
き
る
よ
う
な
語
が
数
多
く
含
ま
れ
て
お
り

(具
体
的
に
は
第
八
章

の
兜
～
鵬
頁
を
参
照
)
、
語
彙
表
そ
れ
自
体

が
き
わ
め
て
貴
重
な

ア
史
研
究
上
の
成

果
と

い
う

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
他
、
付
属
語

ア
や
活
用
語
の
諸
活
用
形

ア
が
、

「
多
数
の
語
に

つ
い
て
、
前
接
自

立
語
ア
と

の
接
続

関
係
に
配
慮
し
、
終
止
形

以
外

の
ア
を
も
対
象
」
と
し
て
考
察

さ
れ
、
方
法
論
的
に
も
秀
れ

た
帰
納
法
が

採
ら
れ

て
い
る
。
本
編
研
究

に
よ
り
、

よ
う

や
く

に
し
て
京
都

の
中
世
末
～
近

世
期

の
ア
が
体
系
的
に
整

理
さ
れ
た
、

と
い

っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
と
思

う

。
な
お
、

こ
の
ア
語
彙
表

の
裏
付
け
に
な
る

「
資
料
編

(
譜
記
例
)
」
は
、
渥

美

か
を
る

・
奥
村
三
雄
編
著

「
平
家
正
節
の
研
究
」
(昭
和
五
十
五
年
大
学
堂
書
店
)

の
謝
頁
以
降

に
具
体
的
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

続

く
第

三
章

の

「
節

バ
カ
セ
の

研
究
」
(
囲
～
蹴
頁
)
は
、

「
平
曲

譜
本
の
個

々
の
音
譜
が
ど

の
よ
う
な
旋
律
を
示
し

ア
を
反
映
す
る
か
」
と
い

っ
た
、
譜
記

一55リ



解
釈
の
問
題
を
取
り
上
げ

て
お
り
、
右
記
第
二
章

の
前
提
と
な
る

べ
き
考
察
で

あ
る
。
解
釈
の
手

順
は
、

「
あ
る
語

に

〔上

〕
の
譜

が
施
さ
れ
て
い
る
場
合
、

ア
反
映
度
が
高
い
と
目
さ
れ
る
白
声

・
口
説
な
ど

の
曲
節

に
お
け
る
同

一
語
の

数
多

い
施
譜
例
を
拾

い
出
し
、

そ
の

〔上
〕
の
譜

が
つ
ね

に
高
音

(
・

)
に
対

応
す
る
位
置

に
施

さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
、

〔上
〕
は
高
音
を

反
映
し

た
音
譜
だ
と
推
定
す
る
」
手
法

で
あ
る
。
そ
し

て
、

そ
れ
以
外
の
曲
節
中

に
あ

ら
わ
れ
る

〔上
〕
の
譜
も
高
音
を
映
す
は
ず
だ
、
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。
本

章

の
末
尾

に
は
、
平

曲
の
旋
律

が

「
ど
の
程
度

に
、

ど
の
よ
う

に
現
実

の
ア
を

反
映
し

て
い
る
か
」
と
い

っ
た
、

(
旋
律
と
ア
の
関
係
V
を
ま
と
め
て
い
る
。

要
約
す
れ
ば
、

一
般
に
音
の
上
が
り
め
は
下
が
り
め
よ
り
も
反
映
度
が
低
い
。
口
付
属
語
や
用
言
の
活
用
語
尾
な

ど
は
名
詞
な
ど
の
意
義
素
部
分
に
比
し
、
ア
反
映
度
が
低
い
。
ハ

一般
に
文
末
や
句
末
の
部
分
は
7

反
映
度
が
低
い
。
■
三
重

・
中
音
や
歌
の
類
の
如
き
音
楽
性
の
著
し
い
曲
節
は
、
白
声
や
口
説
の
類

に
比
し
ア
反
映
度
が
低
い
。

(
㎜
頁
)

平
曲
譜
本

の
ア
資

料
と
し

て
の
意
義

の
高
さ
を

認
め

つ
つ
も
、
そ
の

ア
を

反
映

す
る
度
合

が

一
様
に

高

い
わ

け
で
は

な
い
と

言
う

の
で
あ
る
。

類
似
の
問
題

は
、
続

く

第
四
章
の

「
平
曲

譜
本
に
よ
る
ア
研
究

の
問
題
点
」

(謝
～
謝
頁
)
で

も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、

や
は
り

ア
資
料
と
し
て
の
平
曲
譜

本
の
質
的
な
不
十
分

さ

・
限
界
(譜
記
例
の
不
足
や
ア
を
不
完
全
に
反
映
し
た
譜
記
の
存
在
)
に

つ
い
て

指
摘

す

る
。
例
え
ば
、

二
拍
名

詞
雨
類

の
第

二
拍
目
、

一
・
二
拍

の
動
詞
為
類

・
来
類

・
着

ル
類

・
見

ル
類
の
各
②

形

(
連
用
形
の
大
部
分
)
な
ど

に
、

い
ず
れ
も

高

音

(
・

)
を
映
す
譜
記
が
施
さ
れ

て
い
る
が
、

そ
れ

ら
の
譜
は
本
来
あ

る

べ
き
下

降
調
の
ア
④
を
映
す

に
は
不
十
分
で
あ
る
、

二
拍
名

詞
舟
類
○
・

型
と
雨
類
○

e
型
と
の
差
が
単
独
語
形

へ
の
譜
記
を

み
る
限
り

で
は
区
別
で
き
て
い
な

い
、

上
昇
調
ア
に
お
け
る
遅
上
り
型
○
○
●

の
中

に
、
早
上
り
型
○
・
●

の
音
声
的

変
容
と
み
な
し
う

る
例

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
、
等

々
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
よ

う
な
ア
資
料
と
し

て
の
質
的
な
不
十
分
さ

・
限
界
は
、
語
り
物
資
料

に
は
特
有

の
も
の
で
、
本
章
で
は
そ
れ
を
補

い
克
服
す
る
方
法

-
通
時
論
的
観
点
や
体
系
論
的
観

点
の
導
入
1

が
示
さ
れ

て
い
る
。
通
時

論
的

観
点

の
導
入
例
を
あ
げ
れ
ば
、

卜

上
上

上
上
上
中
中
中
中

一
拍
名
詞

「戸
」
の
譜
記
例
は
、
概
ね

「
戸
推
し
開
け

(
親
4
白
)
、
御
戸
推
し
開
き

(
60
4
指
)」

の
如
く
で
あ
り
、
付
属
語
接
続
形
の
譜
記
確
例
が
無
い
為
、
㎞
類
か
城
類
か
の
判
定
が
困
難
視
さ
れ

る
。

(
中
略
)
そ
こ
で
は
結
局
、
左
記
通
時
論
的
観
点
の
導
入
と
い
う
様
な
方
法
に
よ
ら
ざ
る
を
得

な
い
・
即
ち

「
上戸
」
は
・
名
義
抄
の
例

「戸

・止

へ
㊨

観
法
下
92
)
や
・
現
在
諸
方
言
の
姿

【
コ

0
0
1
】
等
か
ら
し
て
、
一
お
う
、
昔
か
ら
ず

っ
と
●
▼
型

(
1n1
)
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
(謝
頁
)

こ
の

あ

た
り

、

平

曲

譜

本

を

ア
資

料

と

し

て
存

分

に
有

意

義

な

ら

し

め

国

語
史

の
解

明
を

め
ざ

す

著

者

の
執

念

の

よ
う

な

も

の
が
感

ぜ

ら
れ

る

。

第

五

章

の

「
活

用

と

ア
」

(
謝
～
枷
頁
)
と

第

六
章

「
付

属

語

の

ア
」

(
㎝
～
瓢

頁
)

の

二

つ
は

、

前

述

第

二
章

の
各

論

に
あ

た

る

も

の

で
あ

る

。

前

者

の

第

五

章

で

は
、

中

世

末

～

近

世

期

京
都

に
お

け

る

多

数

の

一
～

三
拍

の
動

詞

・
形
容

詞

各

類

の
活

用

形

(
ほ
と
ん
ど
の
活
用
形

・
接
続
型
)
ア

が

整

理

さ
れ

、

鋤

～

謝

・
描

～

伽
頁

に

は
視

覚

的

な

便

宜
覆

考
え

た
活

用

表

が

作
成

さ
れ

て

い

て
、

体

系

を

理
解

す

る
上

で
す

こ

ぶ
る

重

宝

で
あ

る

。

「
各

活

用

形
④

～
①

一
二
種

の
ア

が

平

曲

譜

本

で

何
故

そ

の
よ

う

な

形
を

と

る

の
か

」
、

ア
史

的

な

解

釈

が

70
頁

に

わ

た

っ
て

記

さ
れ

て
い

く

。

一
例
を

あ

げ

る

に
と

ど

め
る

が
、

特
殊
終
止
形
③

蘇
ψ鵜
の
)
と
⑥

蘇
榊
σ
脚
)
の
区
別
は
、

「成
る

(
観
B
)
=
上

コ
(
Ⅲ
3
ロ
・
～
べ

き
)
、
成
る

(醜
C
)
=
コ
×

(
68
ー
ロ
・
～
べ
か
り
)
」

「落
つ

(牌

B
)
=
上
上

(鵬
2
白

・

～

べ
し
)
、
攻
む

(埆
C
)
=
ウ
ア

(瓢
2
初

・
～
べ
か
り
)
」
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
二
類
動
詞
に
の

み
認
め
ら
れ
る
も
の
だ
が
…
二
類
語
の
特
殊
形
は
低
平
型
出
自
だ
っ
た
為
、
中
世
半
ば
頃
の
ア
変
化

に
お
い
て
、
次
の
如
く
、
下
接
付
属
語

「
ペ
シ
」

(
○
e
型
)
と

「
ベ
カ
リ
」

(・
○
○
型
)
と
の

差
が
影
響
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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の
ご
と
く
で
あ
る
。
本
章
で
は
、

一
部

に
単
語

(
活
用
語
)
の
史
的

ア
を
も

考
察

し
従
来
の
説

へ
の
補
訂
を
試
み
る
と

こ
ろ
が
あ

る
。
例
え
ば
、

「
示
す
」
類

の

⑭
形

(
ム
・
ス
・
ル
等
の
付
く
形
)
が
・
○
○
を
と

る
こ
と
を
指
摘
し
、
四
座
講
式
当

時

の
特
殊
形
に
は
・
●
●

の
他

に
●
○
○
も
あ

っ
た
と
し

て
、

「
四
座
講
式

の

研
究
」

(
昭
和
三
十
兀
年
三
省
堂
)
の
言
う

「
特
殊

形
」

に
つ
い

て
、

な
お

検
討

の

余
地
を
残
し
た
い
と
し

て
い
る
。

後
者
の
第
六
章
は
専
ら

「
付
属
語
の
ア
」

に
つ
い
て
説
く
。
ま

ず
注

目
さ
れ

る
の
は
、

「
多
数

の
付
属
語
を
対

象
と
し

て
、
前
接
自
立
語
と
の
接
続

関
係

に

配
慮
し
た
分
類

・
体
系
化
が
行
わ
れ
て
い
る
」
点

で
あ
る
。
助
詞
は
次
の
よ
う

に
三
分
類
す
る
。

.高
平
調

・
上
昇
調
の
後
で
高
く
付
く

高
平
調

・
上
昇
調
の
後
で
低
く
付
く

下
降
調
の
後
で
高
く
付
く
1

卓
立
式

下
降
調
の
後
で
低
く
付
く
1

従
属
式

,低
接
式(

㎝
頁
)

こ
こ
の
と

こ
ろ
、
卓
立
式
は

「
下
降
調
の
後

で
も
高
く
付
く
」
、
従
属
式
は

「
下

降
調

の
後
で
は
低
く
付
く
」
と

い
う

こ
と
か
。
格
助

詞

「
ガ

。
デ

・
ト

・
二
・

ヲ
」
接
続

助
詞

「
ガ

・
二

・
ヲ
」
係
助
詞

「
ハ
」
な
ど

の
類
は
、

「
高
平

調
や

上
昇
調
の
自

立
語
の
後

で
高
く
、
下
降
調
の
そ
れ

に
は
低
く
付
く
」

の
で
従
属

式

の
・
型
と
認
め
る
、
と

い

っ
た
按
配
で
あ

る
。
前
述

の
第
五
章

「
活
用
形
の

ア
」
で
も
同
様
で
あ

っ
た
が
、
分
類

・
体
系
化

の
根
拠
と
な
る

べ
き
具
体
的
な

譜
記
例
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
中
古
末
～
中
世

の
ア
諸
資
料

(
日
本
書
紀
古
写
本
、

古
今
集
声
点
杢

四
座
講
式
な
ど
)
を

も
駆
使
し

た

ア
史
的

考
察

が
詳
し
く
、

教
え
ら

れ
る
と

こ
ろ
す

こ
ぶ
る
多

い
。
例
え
ば
、
助
詞

「
ノ
」

の
接
尾

辞
的
性
格
を
指

摘
し

た
記
述
が
あ
る
。

(単
語
の
山
類
が
す
べ
て
○
○
↓
●
○
の
変
化
を
起
こ
し
、
川
類
と
合
併
し
た
の
に
、
単
独
語
形
と

関
係
な
く
、
鵡
・
類
の
文
節
が
伝
統
的
な
8

。
型
を
保

・
た
v
の
は
・
や
は
り
文
節
館

ノ
類
輩

語
に
準
ず
る
性
格
を
有
し
て
い
た
為
と
考
え
ら
れ
る
。

(中
略
)
手
ノ
類
の
●
○
型
も
、
そ
の
中
世

初
期
ア
○
○
型
か
ら
の
規
則
的
変
化
型
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
も

(手
ガ
・
手
ヲ
の
類
が
何
れ

も
○
●
型
を
と
る
の
に
、
手
ノ
類
が
そ
れ
ら
低
起
式
の
影
響
を
う
け
ず
、
伝
統
的
な
●
0
型
を
保
っ

て
い
る
V
点
、
見
逃
せ
ま
い
。
や
は
り

「手
ノ
」
と
い
う
文
節
全
体
が
単
語
に
準
ず
る
性
格
を
も
っ

て
い
た
為
で
あ
ろ
う
。

(
揃
～
㎝
頁
)

舟
類
に

「
ガ
、

デ
」
な
ど
は
高
く
付
く

の
に

「
ノ
」
が
低
く
付
い

て

い

る

の

も
、
同
様

の
理
由

に
よ
る
と
い
う
。
着
眼
点

・
論

証
の
方
法

・
そ
れ
ら
に
よ

っ

て
得

ら
れ
た
結

論
、

い
ず
れ
も
見
事
と
い
う
他
は

な
い
。

そ
の
他
、
助

動
詞
ア

の
分

類
を
行

い
、

「
ス
、

ル
」
を
接
尾
語
と

み
る
立
場

や

「
マ
シ
」
の
出
自
を

明
ら
か
に
し
、
助
動

詞
の
ア
体
系
を
説
き
活

用
表

に
も
ま
と
め
る
、
各

助
動
詞

で
の
◎
～
①
の
活
用
形

ア
の
差
が
何
故
生
ま
れ

た
の
か

に
つ
い
て
ア
史

的
な
考

察
を
試
み
る
、

な
ど
貴
重
な
指
摘
は
枚
挙

に
い
と
ま

が
な
い
。

以
上
の

「
活

用
と

ア
」

「
付
属
語
の
ア
」

に
関
す
る
考
察
を
経
て
、

い
よ
い

よ
第
七
章

「
通
時

論
的

に

見
た
平
曲
資
料

の
ア
」
(
斑
～
綬
頁
)

に
言
及
し

て
い

く
。
平
曲
譜
本
に
は

い
つ
頃

の
京
都
ア
の
姿

が
ど

の
よ
う

に
反
映
し
て
い
る

の

か
、

こ
れ
が
本
章

の
テ
ー

マ
で
あ
る
。
多
く
中
世
末
～
近
世
期
頃
の
ア
が
反
映

し

て
い
る
こ
と
は
動
か

な
い
が
、
質
的
に
み
れ
ば
語
り
物
特
有
の
不
均

一
性
も

内
包
さ
れ
て
い
て
、
真
言
宗

の
論
議
書
で
あ

る
補
忘

記
よ
り
も
か
え

っ
て
古

い

時
代

の
ア
を
映
し

た

一
面
も
見
出
さ
れ
る
と
い
う
。

そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
手

ノ
類

・
舟

ノ
類
で
の
・

▽

・
○
●
▽
が
補
忘
記
に
お
け
る
○
▼

・
○
●

▼
よ
り

も
古

い
も
の
で
、
ま

た
、
複
合
語

の
後
部
成
素
や
付
属
語

の
ア
に
卓
立
型
が
多

く

み
ら
れ
る

こ
と
、
個

々
の
語
ア
型
式

に
よ
り
古

い
姿

が
反
映
し
て
い
る

(
二
拍

名
罰

悪

の
7
が
・
補
忘
記
で
は
現
代
京
部
高

じ
8

だ
が
・
平
曲
襲

で
は
嚢

抄
と
同
じ

古
い
・
○
を
と
っ
て
い
る
…
…
)
に
と

な
ど

が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
折
声

の
曲
節

に
そ

の
例
が
多

い
●
○

●
型
旋
律
の
解
釈
も
、
ま
た
重
要
で
あ
る
。
著
者
は
、

イ
●
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○
・
な
る
卓
立
型
表
記
が
い
ず
れ
も
語
り
物
資
料

の
例

で
あ
り
、
e
補
忘
記
の

卓

立
型
例

が
、
下
巻
の
論
議
作
品

に
限
ら
れ
単

語
集
的
な
性
格

の
強
い
上
巻
に

は

み
ら
れ
な
い
、

ハ
平
曲
譜
本

の
●
○

●
は
折
声

で
著
し
く
、
そ

こ
で
は
、

品

詞
や
語
類

に
関
係
な
く
、
・
○
○
型
を
と
る

べ
き

も
の
す

べ
て
が
・
○
●

の
卓

立

型
表
記

に
な

っ
て
い
る
、
な
ど
と

い

っ
た
現
象
を
指
摘
し

て
、

そ
の
旋
律
的
特
性
を
産
ん
だ
要
因
と
し
て
、
右
記

「○
○
●
↓
●
○
●
↓
●
○
○
」
と
い
う
様
な
変

化
の
過
渡
期
的
存
在
を
想
定
し
た
い
。

(中
略
)
平
曲
譜
本
の
折
声
類
な
ど
は
、
白
声
や
口
説
よ
り

古
い
旋
律
的
特
性
が
保
た
れ
た
と
い
う
事
に
も
な
ろ
う
か
。

(
枷
頁
)

と

言

う

、

そ

の
上

で

譜
本
当
時
に
お
い
て
、
折
声
そ
の
他
の
●
○
・
型
が
音
楽
的
旋
律
の
特
性
と
見
な
す
べ
き
も
の
だ
っ

た
事
は
動
か
な
い
。

(
鱗
頁
)

と

さ
れ
る

の
で
あ

る
。

こ
の
点

に
関
し
て
は
、

「
語
り
物

の
・
○

●
は
○
○
・

↓
⑳
○
○
な
る
ア
変
化

の
過
渡
期
的
現
象
、
南
北
朝
時
代

の
ア
の
姿
を

伝
え
た

も

の
」
と
み
な
す

異
説

(
「四
座
講
式
の
研
究
」
鋼
頁
、

「
国
語
学
」
瑚
集
87
～
88
頁
な
ど
)

が
存
す
る
。
し
か
し
、
●
○
・

の
旋
律
そ
の
も

の
は
南
北
朝
時
代

の
ア
に
出

た

も

の
だ
と
し
て
も
、
平
曲
譜
本
折
声
で
の
場
合

に
は
、
そ

の
音
楽
的
旋
律
●
○

・
が
広
く
○
○
●
出
自
語
形
以
外

(例
え
ば
二
拍
名
詞
の
第
二
類
や
三
碧

詞
の
第
三
類
)

に
も
及
ん
で
お
り
、

そ
う
な
る
と
、

は
た
し

て

古

い
南
北
朝
時
代

ア
の

「
反

映
」
の
名

に
値
す
る
も

の
か
否
か
、

や
は
り
議
論

の
余
地
が
残
る
。
謡
曲

の
譜

本
な
ど
で
は
、
全
曲
節

に
●
○
・

型
の
旋
律

が
多
数
あ
ら
わ
れ
て
い
る

が
、
中

に
少

数
、

ロ
ン
ギ

や
次
第
と
い

っ
た
曲

節
で
の
詞
章

の
冒
頭
や
末

尾
部
分

に
偏

っ
て
○
○
●
、
・
○
○
の
旋
律
が
あ

ら
わ
れ
る
傾
向
が
あ

っ
て
、

そ
の
こ
と
が

か
え

っ
て
、
多
数

の
●
○
●

は
謡
曲
固
有

の
音
楽
的
旋
律
で
あ
る

こ
と
を
教
え

て
い
る
か
の
よ
う

で
あ
る
、

こ
の
こ
と
も
併
せ
て
考
え
お
く

べ
き

で
は
あ
る
ま

い
か
。

第
八
章

は
、
平
曲
譜
本

に
日
付
け
を
伴

っ
た
ア
史
を
語
ら
せ
る
と
ど

の
よ
う

な

こ
と
に
な
る
か
と

い

っ
た
、
平
曲
譜
本
の

「
ア

史
料
と
し
て
の
意
義
」
(
弧
～

伽
頁
)
を
説

い
て
、

こ
れ
ま
で
の
考
察

の
総
ま
と
め
的
な
性
格
を
も

っ
て
い
る
。

何
と
い

っ
て
も
、
漢
語

ア
を
体
系
的

に
研
究
し
て

日
本
語
の
諸
方
言

ア

(と
り
わ

け
乙
種
系
7
)
分
派

の
時
期
を
明
ら
か

に
し
た
点
が
め
ざ
ま
し

い
。

漢
語

の
ア
が

諸
方
言
和
語
ア
の
変
化

に
よ
く
足
並
み
を
揃
え
、

漢
語
と
和
語
、
両
者

の
ア
の

間
に

「
型

の
対
応
」
現
象
が
み
ら
れ
る
点

に
着
目
し
て
、

「
現
在

の
よ
う
な
諸

方

言
ア
の
対
立
分
派
は
、

概
ね
漢
語

が
談
話
語
と
し
て
侵
透
し
た
頃
以
降
に
起

き
た
」
と

み
な
す
わ
け
で
あ
る
。

次

の
説
明
は

実
に
合

理
的

で

説
得
力
が
あ

る
、

私
に
要
約
し
て
示
す
。

東
京
語
ア
が
現
在
の
如
き
状
態
に
な
っ
て
以
降
に
漢
語
が
侵
透
し
て
き
た
の
な
ら
ば
、
平
曲
譜
本
で

●
○
▽
型
を
と
る
漢
語

「
毒
、
弟
子
」
の
類
な
ど
は
、
同
じ
●
○
▽
型
の
和
語

「舟
、
雨
」
の
類
と

合
併
し
て
、
今
日
も
●
○
▽
に
行
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

「
「舟
、
雨
」
類
だ
け
が
・
○
▽
で

「
毒
、
弟
子
」
の
漢
語
群
は
○
・
▽
」
、
と
い
っ
た
東
京
語
ア
の
姿
は
そ
の
点
不
合
理
で
あ
る
。

(
鵬
～
謝
頁
か
ら
)

そ
の
他
、
語
彙
論

へ
の
言
及
も
数
多
く
筆
致
は
鋭
い
。
例
え
ば
、

「
ノ
ム
ド
↓

ノ
ド

(
喉
)
」

「
オ
ホ

ム
↓
オ
ン

(
御
)
」
な
ど
の
音
変
化

が
い
つ
起
き
た
か
、

平
曲

譜
本
に
反
映
し
た
ア
の
型

が
そ
の
語
形
変
化
の
時
期
を
教
え

て
い
る
と
い

う
。

二
拍
名
詞

「咽
喉
」
や
接
頭
語

「御
」
は
、
平
曲
資
料
に
お
い
て
、

「
咽
喉
=
＼
/
ハ
(
m
3
指
)」

「御
11
×
上

(鵬
2
ロ
・
～
身
)

(
中
略
)
」
な
ど
○
・
型
を
と
る
故
、

「咽
喉
↓
ノ
ド
」

「御
↓

オ
ン
」
の
音
変
化
は
、
遅
く
も
中
世
半
ば
頃

(
つ
ま
り

「○
○
・
↓
・
○
○
」
の
変
化
が
始
ま
っ
た

頃
)
以
前
に
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(中
略
)
即
ち
名
義
抄
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
咽
喉
=
平
平

上

(
高
69
ウ
)
」

「御
=
平
平
上

(
高
盟
オ
)
」
の
如
き
形
を
と
る
故
、
も
し
、
「
ノ
ム
ド
↓
ノ
ド
」

や
「
オ
ホ
ム
↓
オ
ン
」の
変
化
が
右
記
の
7
変
化
よ
り
遅
か
っ
た
な
ら
ば
、
当
然

「○
○
●
(〃
飴

や)

↓
●
○
○
↓
・
○

(ノ
ド
や
オ
ン
)
」
の
様
な
過
程
を
た
ど
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。

(
鰯
頁
)

[田一



平
曲
譜
本
に
み
ら
れ
る

ア
型
に
よ

っ
て
、
当
該
複
合
語

の
複
合
度

の
緊
密
化
し

た
時
期
を

も
推
定
す
る
と
い

っ
た
、
平
曲

譜
本

が
ア
史
研
究
に
寄
与
す
る
側
面

に
つ
い
て
も

40
頁

に
わ
た

っ
て
記
述
す
る
。
冒
頭

に
本
書
を

「
科
学

の
書
」
だ

と
形
容
し
た
が
、
特

に
前
述

の
第
七
章
と
本
章

に
強
く

そ
の
よ
う
な
印
象
を
抱

く
。
国
語
史
の
解
明
を
め
ざ
す
著
者
の
本
領
が
い
か

ん
な
く
発
揮
さ
れ
た
章

と

い
う

べ
き
で
あ
る
。

第

二
編

の
締
め
く
く
り
は
、
第
九
章

の

「
発
音
注

記
の
研
究
」

(
猫
～
㎝
頁
)

で
あ

る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
は
、
主
と
し
て
、
譜
記
の
中

で
も
旋
律
を
示
す
節

バ
カ
セ
に
ア
の
反
映
を
見

出
し

て
行

っ
た
も

の
で
あ

っ
た
。
第
九
章
で
は
、

平

曲
譜
本

の
発
音
注
記
を
対

象
に
、

そ
れ

の
国
語
音
韻
史
研

究

へ
の
貢
献

に
つ
い

て
記
述
す

る
。
本
章

の
考
察
は
、

基
本
的

に
は
、

(
割

ル

・
清

ム

・
詰

メ
ル

・

呑

ム
等
の
注

記
を
わ
ざ
わ
ざ
施
す

の
は
、
譜
本
当
時

の
中
央
語
が
そ
の
様
な
発

音
で
な
か

っ
た
証
拠
V
と
い
う
考
え
方

に
立

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

一
例
を
あ

げ

て
み
よ
う

。

「
『
割

ル
」
注

記
が
、
概

ね
血
連
母
音
出
自

形
に
付

さ
れ

㎝
連

母
音
の
そ
れ
に
は
皆
無

で
あ
る
」
点
を
取
り
上
げ

て
、
次

の
よ
う
に
説
く
と

こ

ろ

が
あ
る
。
資

(
史
)
料

に
あ
ら
わ
れ
た
現
象

の
、
真
実
教
え
る
と

こ
ろ
を
読

み
取

っ
て
つ
と
に
有
名

で
あ
る
。

(申
央
語
史
に
お
け
る
血
連
母
音
の
融
合
拗
長
音
化
は
、
㎝
の
場
合
と
異
な
り
、
中
世

騨
舳
駈
嚇
)
～

近
世

(蛸
淋
成
)
の
間
の
或
時
期
に
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
V
と
い
う
様
な
推
論
を
行
い
得
る
。
即
ち
、
平

曲
の
伝
承
音
と
譜
本
成
立
当
時
の
中
央
語
と
の
間
に
差
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
様
な
発
音
注
記
は
不
要

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
㎝
連
母
音
に
「割
ル
」
注
記
が
な
い
の
は
、
平
曲
伝
承
の
初
期
に
お

い
て
、
既
に
拗
長
音
化
し
て
い
た
為
と
言
え
よ
う
。

(m
頁
)

本

章
の
末
尾

に
は
、
発
音
注

記
例
が

一
覧
表

の
形

で
掲
げ
ら
れ

(
鱗
～
㎜
頁
)
、

謡
曲
伝
書

の
記
述
な
ど
と
相
侯

っ
て
、
平
曲
譜
本

の
音
韻
史
資

料
と
し

て
の
意

義
を
き
わ
め

て
高

い
も

の
に
し
て
い
る
。

本
書

の
結
び

第

三
編
は
、

「
平
家
物
語
研
究
と
平
曲
譜
本
」

(
鵬
～
制
頁
)

で

あ
る
。
特
に
、

「譜
記
と
語
形
」

「平
曲
の
曲
節
付
け
と
詞
章
の
性
格
」
の
項

が
印
象
深
い
。
各
詞
章
へ
の
曲
節
付
け
の
変
遷
、
作
曲
者
に
よ
る
平
家
物
語
本

文
の
文
学
的
解
釈
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
っ
た
、
平
家
物
語
受
容
史
の
考

察
が
詳
し
く
、
平
曲
譜
本
研
究
の
射
程
の
広
さ
を
示
し
て
い
る
。
文
学
を
志
す

向
き
に
も
是
非
一
読
を
お
薦
め
す
る
次
第
で
あ
る
。

さ
し
当
り

「
那
須
与

一
」
の
句
に
お
け
る
義
経
の
叱
吃
の
声
と
し
て
、

「今
度
鎌
倉
を
た

っ
て
西
国

へ
赴
ん
ず
る
者
ど
も
は
皆
義
経
が
命
を
ば
背
く
べ
か
ら
ず
」
の
部
分
は
、

(中
略
)
諸
譜
本
い
ず
れ

も
強
声

(
「甲
音
と
も
」
)
に
な

っ
て
い
る
。

(中
略
)
語
頭
を
オ
ク
タ
ー
ヴ
低
め
る
調
子
の
陰
旋
法
で
語

ら
れ
る
故
、
し
み
じ
み
と
愁
い
を
帯
び
て
聞
こ
え
る
。
そ
の
為
に
、
思
い
な
し
か
義
経
の
叱
吃
も
、

怒
り
と
い
う
よ
り
む
し
ろ

「
お
前
の
辞
退
す
る
気
持
も

一
お
う
わ
か
る
が
、
し
か
し
」
と
い
う
よ
う

な
調
子
に
響
く
の
で
あ
る
。

(後
略
)

(鵬
頁
)

「
平
曲
譜
本
の
研
究
』

は
、
著
者

二
十
年

の
平

曲
研
究

が
花
開
い
た
も
の
。

本
書
は
、
平
曲
譜
本
の
も

つ
国
語
史

(
ア
史
を
申
心
に
音
韻
史
も
)
的
な

意
義
を

明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
質
量
と
も
に
高
か
ら
し
め

て
中
世
～
近
世
期

の
国
語
史

の

一
層
の
解
明
を

め
ざ
し
た
労
作
。
綿
密

で
具
体
的
、
国
語
史
を
見

通
し
て
大

胆
に
切
り
込
む
筆
致
は
、
最
終
頁
ま
で
読
者
を

魅
了
し

て

離

さ

な

い
。
本
書
は
、
中
世
～
近
世
期

の
国
語
史
研
究
を
大
き
く
前
進

さ
せ
た
。
国
語

学

を
学

ぷ
楽
し

さ
と
不
明
な
事
柄
が
次

々
と
解
き
明
か
さ
れ
て
い
く
論
証
の
手

際
よ
さ

に
、

心
地

よ
い
充
実
感

を
覚
え
る
。
著
者

の
口
ぐ
せ
が
し
み
じ
み
と
思

い
出
さ
れ
る
。

ー

国
語
史
は
な
ぜ
歴
史
の
教
科
書
に
記
述
さ
れ
な
い
の
で
し

ょ
う
ね
。

(
昭
和
五
十
六
年
五
月
発
行
桜
楓
社
刊

三
八
、
○
○
○
円
)
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